
第� 1軍そろばんと教育� 

i察珠算人の意識改革と社会活動の震関� 

1.そろばん教育の効果(蹄査)と教荷奥としての活用(提言〉

最近の珠算人口は、長年の減少額舟からようやく増加へ転じ、そろばんの教育効

が見宜されつつある。しかしそろばんに代わる計算機、コンピュ…ターは年々、

着実に普及しており、社会活動の中で計算力白必要とする機会はますます少なくな

ってきている。また少子高齢化時代を迎えているなどの要盟を考えると、長期的に

見てそろばん人口の回復がいつまでも続くとは摂らない。今� Eおかれているそろば

ん環境を考えれば決して先行き楽観できない。

そろばんは東沖の知恵、であり、きわめて懐れた算法と計数感覚の膏成、集中力の

養成などの特性がある。味算人の絶えざる努力によって、この特性は維持発展して

きた。しかし、計算具としての役割を終えつつあると見られる今日、そろばんのも

つ教育的効果、踏の活性化に役立つ要因を検討し、一般の人々にも明らかにし、日

本の貴重な財産であるそろばんを次代へ引き継げるようあらゆる努力を傾けるべ

であろう� O

そろばん教育誰進分科会では、主に次の二点を課題として萌究、議論者進めた。

その第一は兵産県沼j崎市の計算教育特区を事例に取り上げ、その成果等について分

析するとともに、第二はそろばんの機能に着話して算数教育に活用する意義、方法

等についてである。

第一の分野では、小学校教育の中でそろばん教育が春実に拡大するとともに、計

の向上のみならず、集中力アッブは算数科をはじめ能の教科の学力肉上に影響

しており、平成� 16年から毎年実擁している学力・生活実態調査ではそろばん教育

を導入している児童の成績が相対的に上がっているとし寸成果が出ている。もちろ

ん、それは算数以外の教科にも及んでいるので、算数とそろばん教育の相関関係は

必ずしも暁確に現れているわけではないが、尼崎市で1土保護者の小学校におけるそ

ろばん教育導入場望が強い。

以下は、計算教青特区で、ある足時市内小学校でのそろばん教育導入校の推移と受

講者および保護者へのアンケート譲査(平成� 19年変)結果である。

くそろばん特区尼崎小学校そろばん教育導入校推移〉


託� 16年度� 3""'6年生対象で、� 1校導入。部に� 50時間、週に� 3回� 10分間


のそろばんの時間を設ける。
 

H19年度� 3 "-'6年生対象で、全市� 43校中� 15校導入� (2年生は� 3学期に
 

10時間程度の練習期間入
 

H20年慶� 3""'5年生対象の学校が� 15校、� 3年生のみの学校が� 6校{学


習指導要領で英語の授業時間が増えたため入


日れ年度� 3"-'5年生対象の学校が� 15校、� 3""'4年生対象の学校が� 6校。
 

H22年境� 3"-'4年生を対象じ全� 43校に� 
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※なお、平成� 26年度以降、どう取り組むかについては、平成� 23、24年頃

見直しを行う予定。

大計算科に対する評価アンケート

(平成 19年度� 15校の� 3""'"'4年生の各 2学級の児童(保護者)

・児童回答� 

H17年度� 

52.0% 

H18年度

36.7% 

H19年度� 

34.0%計算科が楽しい� 

計算科が楽しくない� 18.6 13.1 9.6 

計算が速くなったと思う� 44.8 37.9 36.3 

計算が速くなったと思わない� 15.6 20.1 22.6 

他学科に役立つている� 35.2 32.6 33.5 

他学科に役立つていない� 12.3 23.2 24.4 

-保護者回答 

(計算の取り組みをどう思うか

との問いに対して)

大変よいこと+おおむねよい� 

H17年度� 

91.1% 

H18年度

92.4% 

H19年度� 

83.4% 

(効果についての問いにたいして)

計算力がついた� 32.6 26.0 28.4 

暗算力がついた� 22.7 23.6 17.0 

計算に意欲的になった� 22.7 25.3 17.7 

集中力がついた� 19.9 16.5 12.6 

他教科にも効果� 3.5 2.4 1.6 

あまり効果なし� 16.1 20.7 22.6 

以上のアンケート結果から、児童は計算が速くなった、他教科に役立つていると

ほぼ3人に� 1人が思っているとともに、保護者もそろばん教育をほぼ肯定的に評価

をしている。もとよりそろばんになじめない児童もいるだろうが、計算力、集中力

養成に有力なそろばんであることが分かる。

尼崎と並んで、そろばんの主産地兵庫県小野市においても、町を挙げてのそろば

んの振興・教育が実施されており、� 1955年以来、毎年全国高等学校珠算大会(そろ

ばん甲子園)の開催、小野市珠算競技大会の毎年開催、小学校� 3年生算盤大会(全

員、毎年)とそろばん振興に努める一方、市立大部小学校では毎週� 1回� 15分の算

盤学習(全校生)、毎週� 1時間の算盤学習� (3年生)と教育にも積極的に取り入れ

られている。その成果として基礎計算力の定着、集中力・記憶力アップ、聞く力の

向上などを挙げている。こうした努力をより効果のあるものとし、全国的に展開さ

れるためにも、そろばんの本来の機能、特徴を見直し、小学校における算数教育に

どう生かしていくか、第二点の研究を数学専門の教育者に研究していただいた。そ� 
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の結果、そろばんを従来の計算器具からそろばんのアルゴリズム寄生かした教育具

とする必要があると器言している。 

2.社会各麓との交流

こうした考え安広く社会に普及していくには球算界だけでなく、社会各騒の協力

が必要で、ある。今日、社会では榎れた外部資源の活用、融合によって多様化、高度

化するニーズに対ttしている。味算普及にとって、果たして外部資諒在存利に活用

していると言えるだろうか。まだまだ活男の余地がかなり残されているよう ι思え

る。

例えば懇談会の意見にもみられるように、主要企業への珠算部創設を穐きかけ、

大学、高等学校珠算部と合わせてサボーターとしての協力組織の育成、先輩後輩の

人的交流強化により、珠算人口の増大を図りやすい環境づくりに努める必要がある。

このためには謎来の盤教育の梓にとらわれず、珠算による教育向上に貢献するとの

志と強い自覚、社会の協力支援を取り込んで、いく意識改革が必要で、ある。さちに、

地域の教育行政とも連携し、持続できるそろばん教育の仕組みを構築していくこと

も大切で、ある。また国際化として味算による海外算数教育へ参加し、珠算人の活動

範囲を拡大することなどが考えられる。 

3. 珠算による人格影或と今後の対策

珠算在若い頃に学んだ人々が社会各層で活寵している。中には宥設者も見か汁ら

れる。おそらくそろばん教青の中で育成された基礎計算力、集中力・記憶力、作法

など人格形成に役立ったところも多いと思える。この点は、今後の研究立期待する

として、こうしたそろばん効果を学習者の保護者にピジュアルにしていく努力が必

要である。かつ立ストのかからない PR手法の開発工夫が必要である。

一方、当有識者懇談会の成果を報告書にとどめることなく、具体的に実践してい

かなければyならない。そのための対策会立てる考え方として、例えば@従来対策@

外部資源の活用対策とに分けて検討するのも一つの方法である。①については文部

科学省学習指導要領の改訂運動、地方政府へのアブローチ、②については大学や企

業の珠算部の活用、国際化対策などである。

本報告の中でどのような対策を取り上げ実践するかは、例えば、日本珠算連盟の

中にプロジェクトチームを設置し、ブレーンスト…ミング方式で項目を絞り込み、

草の椴運動を展開するのが望ましい。

以上辻、そろばん教育を次代へつなぐ挑戦である。者有識者懇談会の中間報告だ

けでもアイデアがいっぱいである。これらを一つ一つ積み重ねていけ足、必ず教育

の向上と珠算人口の増大の好借環を生んでいく。

(探江茂棋委員) 
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n.兵庫県尼u時市における珠算(計算科〉について� 

1.珠第(計算科〉の実施状浪

珠算は、これまでも� f算数jの中で取り扱うことになっているが、内務面でも

時間数の面でも限られた範囲での指導で、あり、思創設十算を学習することは事実上

不可能で、あった。

そうした状況のもと、尼崎市では長年にわたり、学力向上が最も大きな諜題と

なっており、その解決方法のーっとして計算力向上を摺るため、珠算〈計算科)

を特IRとして申請し、平成� 16年J3tに� 1校導入、以稜順次拡大し、� 19年度では市
内43校中、� 15校で実臨している。

実擁内容としては、小学� 3年生から� 6年生まで、年間� 50時間を珠第の時間と

している。具体的には、「学ぶ場Jとして毎遍� 1時間を設定し、珠算の基礎的な

知識と技能の習得を持うとともに、� f試す場Jとして遁� 3凹� 10分関、日常的に

算を活かそうとする態度を育成するため珠算線習を実施している。また、導入と

して小学� 2年生の� 3学期に珠算の授業を� 10時陪程変行っている。

なお、指導ι当たっては、布教育委員会が採用した珠算指導のための講部(非
常勤職員)と学級担自が協力しながら、一斉指導や少人数グルーア。指導、あるい

は翻別指導など、児童が自ら課題意識を持って学習できるよう、個に応じたきめ

細かな指導を行うことで個々の技能の向上を闘っている。最終的には� f暗算を楽

しめる児童Jr数を見て、判断できる児童j の育成につながることを目指し、詞
常生活や地或活動で活かせる計算力の向上を図るものである。� 

2.珠算〈針算科)の教育議果 

当初から想定された珠算の効果としては、 

①珠算の仕組みの習得から、応用技能の留得への展需を行うことで“右脳の発

達押につながる(知覚→記壊→選択の流れの活性化など〉。

②読み上げによる集中力、記憶力、連聴能力・速読龍力の向上が回れる。� 

③  f量の概念Jの習得による静報処理能力、揖察力、発想、力の向上が

悶れる。

④定量的作業の繰り返しによる持久力の向上が詣れる。

⑤珠算で得られた自信や集中力は、� f也の教科にも効果的に作用する。
等があげられていた。

これらの効果をここ数年の取り組みだけで境らかにすることは不可能であり、

かっ客観的な数値で、訴すことは困難なことである。ただ、授業を受けている

の評髄(波1)としては、「珠算が上手くなったjは9割近く、� f計算が速くなった」

も8献に上っている。謀議者の評倍でも、「珠算の取ち組みはよいことであるJ

が9割以上になっていることから、概ね好評を得ている。

た、向車で平成� 16年度から実施している「学力・生活実態調査j によれば、

(役目平成 18年度の珠算案施校で、年度末にアンケート調査を実擁し、小� 3から小� 6までの児

童と保護者� (10校、約� 2000名)から回答を持たものである。� 
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